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シイタケ菌糸における放射性 Cs 移行の起動力の解析 (2)菌糸の生理活性の影響

Analysis of the activation force of radiocesium transfer in shiitake mycelium  (2) Effect of bioactivity 
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シイタケをはじめとするキノコにおける 137Cs の移行･分布は菌糸の生理活性に基づくものであるこ

とが推測されるが, 確証は得られていない. そこで, 菌糸の生理活性をエタノール処理によって抑制し, 

菌糸の 137Cs 移行･分布と生理活性の関係を検討した. 

（1）シイタケ菌糸の生理活性に及ぼすエタノールの影響

エタノールをドーナツ型のガラス濾紙に含浸させ, 137Cs 滴下前日に菌糸表面に置床して, 菌糸の生理

活性, 拡張･分布の変化を可視化した. 

①呼吸活性(TTC 還元活性) エタノール処理部分では TTC の呈色反応が見られず, エタノール処理

部分では菌糸の呼吸活性が抑制された(表 1 中段). 

②菌糸の拡張･分布(酸性フクシン染色) エタノール処理部分の染色が弱くなったが, 完全に白く抜

けることはなかった. エタノール接触面の菌糸は破壊されるが, 内部までは及ばなかったと考えられた

(表 1 下段). 

（2）エタノール処理による植菌部分への 137Cs 分布割合

シイタケ菌糸における 137Cs の移行･分布の

イメージングを行い, ImageJ を用いて植菌部分

と 137Cs 滴下部分との 137Cs 分配割合を算出し

て, 移行･分布を解析した(表 1 上段). 

 137Cs の植菌部分への分配割合は, 137Cs 滴下

部分のエタノール処理よりも植菌部分(シンク)

の処理で少なかった. 137Csの移行･分布は, 植菌

部分(シンク)の呼吸などの生理活性の影響を受

けることが示された. 
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BAS 画像に対応したものではない。 

＊TTC およびフクシン染色画像はエタノール処理の影響を目安として示したもので、 

BAS 画像に対応したものではない。

表 1 137Cs 移行･分布と菌糸の生理活性に及ぼすエタノール処理の影響 

無処理 137Cs 部分エタ 植菌部分エタ 

31.5 25.0 6.8 

植菌場所の 137Cs 分布割合(%) 
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